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はじめに

　オオスミコガネグモ Argiope ocula Fox, 1938 は中国四川

省峨眉山産（Mt. Emei，古い表記では Mt. Omei）の標高

1200–1500 m 帯で採集された雌に基づき記載されたコガネ

グモ科コガネグモ属の一種であり（Fox, 1938），中国・台

湾・日本に分布する（World Spider Catalog, 2025）．本種

は，雌雄の性的二型が顕著であり，雌は体長 20 mm 前後

と比較的大型だが，雄は 7 mm 程度と小型かつ華奢な体型

をしている（谷川，2007）．おもに樹林地の林内や林縁部

のやや薄暗い環境に生息し，樹間に大型の垂直円網を張

る（小野・緒方，2018）．日本では，鹿児島県本土部およ

び屋久島・種子島に分布することが古くから知られており

（八木沼，1967；新海・谷川，1999，2004；塩崎，2023），

これらの地域の標本に基づき八木沼（1967）が記載した
Argiope ohsumiensis は本種の新参異名である（Levi, 1983）．

2025 年 11 月 28 日受付，2025 年 12 月 17 日受理．
1 徳島県立博物館，〒 770-8070 徳島県徳島市八万町向寺山 文化の森総合公園．Tokushima Prefectural Museum, Bunka-no-Mori Park, Hachiman-cho, 
Tokushima-shi, Tokushima 770-8070, Japan.
2 株式会社 相愛，〒 780-0002 高知県高知市重倉 266 番 2 号．Soai Co., Ltd., Shigekura 266-2, Kochi-shi, Kochi 780-0002, Japan. 
3 株式会社 PCER，〒 270-0161 千葉県流山市鰭ケ崎 474．PACIFIC CONSULTANTS ENVIRONMENT RESEARCH CO., LTD., Hiregasaki, Nagareyama-
shi, Chiba 270-0161, Japan.

Abstract：This short paper presents specimen-based records of Argiope ocula Fox, 1938 from Kochi and Ehime Prefectures, Shikoku, 
Japan. This is the first record of A. ocula from Kochi Prefecture and the second record from Ehime Prefecture.
Key words：Bungo Channel, Hōyo Strait, new record, orb web spider

高知県および愛媛県における
オオスミコガネグモ（クモ目：コガネグモ科）の記録

鈴木佑弥 1・辻　雄介 2・芹田凌平 3

[Yuya Suzuki1, Yusuke Tsuji2 and Ryohei Serita3 : Records of Argiope ocula Fox, 1938 (Araneae : Araneidae) 
from Kochi and Ehime Prefectures, Shikoku, Japan]

徳島県立博物館研究報告
Bull. Tokushima Pref. Mus.
No. 36: 127–130, 2026

【短報】

Fig. 1.  Map showing the distribution of Argiope ocula in Japan. Open and filled circles denote records from the literature and the present study, 
respectively. The map was generated using map data from the Geospatial Information Authority of Japan (https://maps.gsi.go.jp/).
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また，近年になって大分県（山下，2022），宮崎県（芹田，

2024），長崎県（山佐・鈴木，2026），そして四国の愛媛県

（猪野，2025）からも相次いで報告されている．

　筆者らのうち辻は愛媛県で，芹田は本種の未記録地域で

ある高知県でそれぞれ本種の雌成体を採集したため，四国

における稀少な記録としてその詳細を報告する．なお，愛

媛県の調査地点は瀬戸内海国立公園，高知県の調査地点は

足摺宇和海国立公園の区域内にそれぞれ位置しており，後

者に関しては特別保護地区が隣接しているため，各種法律・

条例を遵守のうえ，特別保護地区外で調査を実施した．標

本は 75 パーセントエタノールで固定し，徳島県立博物館

の節足動物コレクション（TKPM-AR）に収蔵した．

採集記録

1雌（TKPM-AR 3536），高知県幡多郡大月町一切 大堂山（Mt. 

Ōdō-yama, Issai, Ōtsuki-cho, Hata-gun, Kochi），2. IX. 2024., 

Fig. 2.  Females of Argiope ocula collected in Kochi (A–C) and Ehime (D–E) Prefectures, Shikoku, 
Japan. A, B, habitus. C, female and web. D, epigyne, ventral view. E, same, posterior view. Scale 
bars: 0.5mm. 



高知県・愛媛県におけるオオスミコガネグモの記録

− 129−

芹田凌平 leg.（Fig. 2A–C）

　大堂山で確認した個体は，樹間に長径約 80 ㎝の垂直円

網を張っていた．

1 雌（TKPM-AR 3537），愛媛県西宇和郡伊方町正野（Shōno, 

Ikata-cho, Nishiuwa-gun, Ehime），10. VIII. 2025., 辻　 雄 介 

leg.（Fig. 2D–E）

　愛媛県では，車道脇の林縁部で確認され，高さ 5 m ほど

の樹間に造網していた．

同定について

　コガネグモ属の多くは，腹部が五角形に近い形状であり，

背面に暗褐色と銀白色の帯模様を呈する．一方，本種の雌

は，腹部が体軸方向に細長いことに加え，背面に明瞭な暗

色の帯模様を呈さない（Fig. 2A–B）ため，同属他種から

容易に区別できる（谷川，2007；Levi，1983）．腹部の色

彩斑紋には変異があり，灰黄色～淡橙色の個体から濃橙色

で白斑を呈する個体まで多様である．また，幼体ほど白斑

が目立ち，成熟した個体では目立たなくなる傾向がある（八

木沼，1967）．外雌器は下方に突出した半月状の垂体を有

する（Fig. 2D）．

　Fox（1938）による原記載では，外雌器の後面（posterior 

view; Fig. 2E）が，Yaginuma（1967）による Argiope ohsumiensis

の記載では，腹面（ventral view; Fig. 2D）がそれぞれ図示

されていた．その後，Levi（1983）が前者のホロタイプを

観察し，腹面・後面の両方を再記載したことで，両者が同

種であることが確認された．

考察

　近年，九州中部から四国にかけて本種の記録が増加して

いる理由として，（1）生息環境の特殊性および分布の局所

性，（2）近年における分布の拡大の 2 件が挙げられる．

　（1）生息環境の特殊性および分布の局所性：現在のとこ

ろ，九州中北部および四国において，本種の生息域は海岸

付近の樹林地に限られており，内陸の山地からは見出され

ていない．また，比較的大型のクモではあるが，薄暗い林

内に造網していることが多いため，意識的に探す必要があ

る．これらの理由により，九州中北部や四国では近年まで

本種の存在が見過ごされていた可能性がある．

　（2）近年における分布の拡大：南方系のクモが，自然分

散によって徐々に北東へと分布域を拡大させていると考

えられる例はいくつか知られている．たとえば本種と同

じコガネグモ科のスズミグモ Cyrtophora ikomosanensis は，

1970 年代までは紀伊半島沿岸域や静岡県南西部以北では

確認されていなかったが，2000 年代には関東地方でも記

録されるようになり（新海，2001），現在の北限は新潟県

となっている（新海・谷川，2022）．このような南方系種

の北上要因の一つとして温暖化の影響が挙げられるが，具

体的に検証した例はない．

　オオスミコガネグモに関しては，大分県佐賀関半島の関

崎と愛媛県佐田岬は豊予海峡によって隔てられているもの

の，その距離は 14 ㎞程度と短いため（Fig. 1），九州側か

らこれらの地域に空中分散によって到達している可能性は

高いだろう．ただし，四国側における記録は散発的である

ため，これらの地域において安定した個体群が維持されて

いるかは現時点では不明であり，今後のさらなる調査が必

要である．
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